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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜週間予定＞
・12月26日（火）：15:00～16:00滝田　英人様スタッフ付き添い外出。
 27日（水）：木村　光夫様と沼田　ゆき子様のお渡しする荷物を医事に下ろす。　　　　　　　　
· 　　28日（木）：10:00～12:00　民部田　和哉様スタッフ付き添い外出。
· 　　29日（金）：10:30　泉　沙耶様　自宅に退院
＜患者様連絡事項＞
・和田　シュン様～息子様に入院費について電話連絡をする。7月の入院時から入院費の引き落としができず、北病棟移動時にお預かりした、ご本人の通帳2冊の残高を確認すると、15万と8万である事をお伝えする。現在、7月から11月までの滞納金が235916円で12月分、売店の利用料金等を加えると30万から40万円近い金額になる可能性があると病棟では申し送りがあった事をお伝えする。入院時、限度額認定証の説明をPSWより受けているので、再度説明をお聞きしたいとの事で、PSWに説明し、依頼している。
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～活気はないが日課は遅れることなく行動している。表情冴えず動作緩慢みられるも不調の訴えはなし。幻聴に左右された行動等配慮して、症状観察を継続していきましょう。
・田中　ハルエ様～病棟プログラムへの参加も拒否なく行っており、表情も穏やか。適度に他者交流見られ、悲観的言動や不調の訴えはない。同室者の多弁な訴えも穏やかに傾聴しているが、ストレスとなっていないか配慮して、症状観察を継続していきましょう。
＜柞木田Dr.診察状況＞
・滝田　英人様～気になる事があり、医療保護入院制度のことで家族について、金の面倒見なくてはいけないと混乱した訴えはあるが、対応は穏やか。診察後には落ち着いている。定期薬同内容継続。
・中村　和夫様～3日に1回下剤服用、排便はあると主治医に伝えている。体重管理について、運動はラジオ体操をしていると話し、退院したいと変わりなく訴えている。定期薬同内容継続。
・船場　幸子様～調子は良くも悪くもない。朝早く覚醒して、眠くなったりすると訴える。漢方薬を1日3回のんで具合は悪くないが、足がほてると話す。掻痒感との関連もあり、皮膚科の診察を継続する様主治医からの説明あり。入浴後で疲労感あり、表情冴えないが対応は穏やか。採血の結果で猪苓湯を調整することとなる。定期薬は同内容継続。
・上村　みわ様～トイレが近いが睡眠はまあまあと話される。今朝訴えていた目のちかちかは1カ月前からで、痛みはなし。涙が大変で、点眼薬を希望。ヒアルロン酸Ｎａ点眼液0.1%　5mL/本処方となる。本人希望時、1日1回程度の使用で良いとDr.指示あり。尿漏れの訴えはあるが内服薬は拒否している。定期薬は同内容継続
・和田　シュン様～尿素クリームの処方を希望している。退院だといって荷物をまとめることや入院費の滞納について気にしていたが、主治医には困っている事はないと話している。定期薬同内容継続。尿素クリーム1本処方となっている。
・播摩　克子様～調子は変らず良眠。鎮痛剤中止後も膝の痛みはないとのこと。床屋も利用し、散髪でサッパリしたと話している。定期薬同内容継続。
・中村　徳子様～調子よく夜間良眠と話すも食欲、排便はいまいちと訴えている。幻聴も少しあり、不安もあると訴える。アリピプラゾール増量予定。

・出河　攻様～外出時も腰痛ないと話される。困っている事もないという。定期薬同内容
継続。
・中川原　義雄様～調子は順調、夜間良眠と話す。食事は少なめにしてくれているので、完食していると主治医の問診に落ち着いて返答している。物忘れはあり、頭悪いから仕方ないと穏やかに話している。定期薬同処方継続。臨時薬ガランタミンOD錠も継続処方予定であるが、気分高揚感が増強時には減薬検討のため、症状観察継続の指示あり。
